
令和４年度（２０２２年度）

第３回

長房中学校区地域づくり推進会議

令和４年（２０２２年）7月30日（土） ９：３０～１２：００

長房小学校１階 プレイルーム

八王子市 未来デザイン室
株式会社アール・ピー・アイ
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本日のプログラム
会場
長房小学校1階 プレイルーム：

【配布資料】

資料1－1 八王子市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画【概要版】

資料1－2 DXとは何か

資料2－1 八王子市のゼロカーボンシティ実現に向けて

資料2－2 はちエコポイント

資料2－3 環境市民会議募集チラシ

資料3 地域防災に関する取組

１ 開会

２ 本日の議題確認

３ 議題

（1）共通テーマに関する情報を共有しよう 【60分】

ー DX、カーボンニュートラル、地域防災 ー

（2）アクションプランを検討しよう 【30分】

＜休 憩＞ 11:05～11:15（10分間）

（3）部会活動の共有と「運営担当」の決定 【3０分】

（4）令和4年度（２０２２年度）の活動予算 【5分】

（5）より良い推進会議とするための意見交換・情報共有 【10分】

４ 閉会
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• 推進会議として取り組む共通テーマのうち、「DX（デジタル・トトランスフォーメーショ
ン）」「カーボンニュートラル」「地域防災」について、担当所管課から説明します。

• 共通テーマの考え方や取組事例などを踏まえ、現在の地域活動のなかで一緒に取り
組めることを次の議題で検討します。

（1）共通テーマに関する情報を共有しよう 【60分】

３ 議題

• 「優先的アクションプランとして取り組んでいること」「既に地域で取り組んでいること」
を基本に、「地域コミュニティの活性化」の具体的な取組を検討します。

• 検討は、以下の点について行います。

検討1:これまでの活動の中で、「地域コミュニティの活性化」につながる工夫や取組

検討２：地域コミュニティの活性化につながると思うアイデア

【意見例】

〇 多くの住民がイベントに参加できるよう、紙と電子の両方で募集をかけた

〇 多世代交流の一環として、学校や保育園などのともに美化活動を行った

〇 一人暮らしの住民に対して、身近な住民が地域情報を届けた

• 検討結果を全体で共有し、振り返ります。

※ 第４回推進会議では、検討結果を踏まえ、共通テーマとともに検討を深めます。

（2）アクションプランを検討しよう 【30分】

※ 地域コミュニティの活性化は、第２回推進会議で地域として取り組んでいく分野として決定したもの。

取組分野 取組内容

地域コミュニテイ
の活性化※

第３回・第４回
で検討

検討の視点

DX（デジタル・トランス
フォーメーション）

共通テーマ

カーボンニュートラル

地域防災

公共施設再編
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（3）部会活動の共有と「運営担当」の決定 【3０分】

• 部会で検討している優先的アクションプランについて、部会ごとに共有してください。

• 部会ごとに「運営担当」を選出してください。（各部会2名）
※ 本会議終了後、運営担当と「連絡方法」「打ち合わせ方法」などを確認します。

※ 第２回推進会議の際に、所属団体への情報共有をお願いしました。情報共有の結
果や反応、気づきなどがあれば、合わせてお話しください。

• 優先的アクションプラン及び運営担当について、全体で共有します。

【部会】

① 地域施設での情報発信

② SNSでの情報発信

③ 地域イベント・行事での情報発信

【確認事項】

 部会の活動、検討状況（検討内容など）

 今後の予定（いつごろ・何をする）

 他の部会と調整する必要があること

 他の参加者から情報・意見がほしいこと、
サポートを求めたいこと

３ 議題

（4）令和4年度（202２年度）の活動予算 【5分】

• 今年度の推進会議では、①優先的アクションプランの実行、②推進計画の充実、③
推進会議の体制・仕組みづくりについて検討し、地域の皆さんが主体となる地域づく
りを進めていくこととしています。

• 推進会議を進める上で皆さんが、「こういうことを話しあいたい」、「このような情報を
共有したい」などがありましたら、お話ください。

• 今年度取り組んでいる「優先的アクションプラン」は、「地域主体でできること」「お金がか
からないこと」を前提に検討しました。しかしながら、活動していくうえでは、少なからず
物品が必要となる場合がありますので、当室にてコピー用紙や模造紙等の消耗品費を
確保しています。

※ 数に限りがございますので、必要な場合は、当室まで御連絡ください。

※ そのほか、必要な物品等がありましたら、当室に御相談ください。

【意見例】

〇 アクションプランを検討するに当たり、各地域団体の課題を共有した方が良い

○ 推進会議で検討していることを、広く住民に知ってもらう方法を具体化した方が良い

〇 私の団体で「〇〇〇〇」を開催する。お知り合いなどに共有をお願いします

（5）より良い推進会議とするための意見交換・情報共有 【10分】
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推進会議参加者

氏名 所属

縣 純子 青少年対策長房地区委員会 副会長

宇田 友子 民生児童委員第12地区 会長

大田原 栄里花 長房小学校ＰＴＡ 会長

大塚 英生 長房西保育園 園長

管野 麻衣 長房小学校PTA 会計監査・放課後子ども教室担当

清水 隆 八王子地区保護司会 保護司

鈴木 比呂志 長房ファーム 代表

坂本 博美 地域住民（元長房中学校ＰＴＡ会長）

塚本 吉紀 長房中学校学校運営協議会 会長

仁科 真江 船田小学校PTA 副会長

西山 典明 都営西アパート連合自治会 会長

野副 弘毅 長房中学校ＰＴＡ 会長

本堂 房雄 長房小学校学校運営協議会 会長

松葉 浩充 長房地域住民協議会 会長

森 秀三 地域住民（元青少年対策長房地区委員会会長）

山陰 秀子 ひまわりサロン長房

山中 馨 市民活動協議会 会員

渡辺 隆男 長房小学校放課後子ども教室「すまいる」 代表


